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2002に準拠している）。

SI -竪穴住居 SK —土坑 SP —ピット sx —不明遺構

7. 本書の編集、執筆は吉村が行った。
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III . 調査成果

Fig.2 調査地点位置図 (1/2500)

(1) はじめに

計画道路部分にあたる 200rrlに調査区を設定した。調査は吉村が担当し、平成21年 7月27日より

開始した。遺構の掘削は表士から遺構面までを（有）徳光建設に委託し、遺構面からは地元作業員によ

る手作業の掘削を行い、平成 21年 8月28日に調査を終了した。

(2) 検出遺構

竪穴住居

35110 (Fig.3、Pla.3)

調査区南東隅で検出した。住居は深さ 0.05m~0.1Omと僅かに痕跡が残る程度で、大半は削平によ

り消滅している。さらに数箇所は現代の撹乱を受けており、住居西側では床面が検出できなかった。半

分程度が調査区外であるため全体像は不明であるが、平面プランは隅丸方形状を呈すると思われる。住

居西競の南北間は 5.9m、東西の検出最大長は 4.0mを測る。検出面直下は床面で、暗灰茶色士を基調

とする埋士である。床埋士中からは士師器（坪• 甕・ミニチュア・片）が出士している。西壁中央には

竃が付設される。寵は後世の削平により大部分が破壊されているが、赤褐色土の被熱部分により 0.08m

程度の基部の痕跡が確認できた。両袖の間から幅0.5m、深さ 0.05m程の浅い楕円形の土坑 (Dl)が

検出された。土坑内部には完形の坪が埋納され、坪の上面は白色粘土で覆われていた。土坑は火床を切

り込むように形成されている。

35120 (Fig.4、Pla.4)

3S110の西側で検出した。東西3.9m、南北4.0mを測り、平面プランは正方形に近い。床面までは0.25m

程の残存で、暗灰褐色土を基調とする埋土である。埋土中からは土師器（坪•甕•壺•把手・片）が出

士している。東壁中央では歪な楕円形を呈する屋内士坑が検出された。屋内士坑は幅 0.9m、深さ 0.2m

を測り、埋土は暗灰褐色土の単一土層である。埋上中からは土師器（坪•高坪・甕•片）、土製品（上鈴）

が出土している。また、屋内土坑の南側では、幅0.4m、厚さ 0.05m程の白色粘土を検出した。粘土の
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1. 暗灰茶色土 （やや粘性あり）
2. 淡灰褐色土

（貼床：黄茶色ブロック少呈含む）

3SI10遺構実測図 (1/60)

内部からは士師器（坪•高坪）が出士している。床面では、四辺とほぼ平行に 4 基の支柱穴を確認し

たほか、三方の隅には床面からの深さ 0.15m程の顕著な掘方が認められた。炉や鼈は検出されなかった。

土坑

3SK01 (Fig.5、Pla.5・6)

調査区北東で検出した。遺構の東側は調査区外となる。平面形態は隅丸長方形を呈し、規模は検出

された範囲で長軸3.4m、短軸 2.0m、深さは 0.6mを測る。西側には幅0.5m程のテラス状の平坦面

をもつ。テラス付近の上部までは淡灰褐色土、底部付近は淡黒褐色土を基調とする埋土で、 m層とした

黒褐色士中で特に多くの遺物を認めている。 底面からは、ほぼ完形の士師器（坪• 高坪• 甕・壺・鉢）、

上製品（支脚）が出土している。遺構の南側には検出長 1.5m、幅 1.0mの窪みがあり、完形の上師器

甕が南側の壁面に立て掛けられたような状態で出土した。
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Fig.4 3SI20遺構実測図 (1/60)

3SK02 (Fig.10) 

3S120の北東で検出した。上面の直径は 0.6m、深さは O.lm程の浅い遺構である。士師器片が出士

している。

ピット

3SP03 (Fig.10) 

3SK01の北側で検出した。直径0.4m、深さ 0.15mを測る。土師器片が出土している。

不明遺構

3SX04 (Fig.10) 

調査区北東隅で検出した。遺構の東側は調査区外となるため全容は不明であるが、上面は円形を呈す

ると思われる。幅0.4m、深さ 0.3m程の溝状の窪みと、高さ O.lmのテラス状部分をもつ。士師器片、

黒曜石片が出土している。
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竪穴住居

3S110 (Fig.6、Pla.7)

土師器

~ 

甕 (1) 口径 15.0cmを復元する。外面は斜方向のハケ目、内面はヘラケズリを施す。口辺部はヨコナデ。

焼成良好で、淡灰橙色を里する。

壺 (2) 短頸の小型丸底壺で、口径 8.8cm、器高 6.7cmを測る。胴部外面は手持ちヘラケズリ後ナデ

で仕上げ、内面には密な指頭痕が看取される。色調は外面明赤橙色、内面明赤褐色を呈する。

3S110 (床面） (Fig.6、Pla.7)

土師器

坪 (3) 口径 14.0cmを復元する破片である。口縁部は僅かに内湾し、体部外面は手持ちヘラケズリを
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外面の一部に黒斑が見られる。

3S120 (Fig.?、Pia.?・8) 

土師器

坪 (8) 完形で、口径 14.5cm、器高 5.0cmを測る。口縁部を内湾させ、体部外面は手持ちヘラケズリ

の後ミガキを施す。内面にもミガキの痕跡が見られる。焼成良好で、淡橙褐色を呈する。

坪x高坪 (9) 口径 13.0cmを復元する。口縁端部は僅かに外反する。休部外面は手持ちヘラケズリ後

ナデで仕上げ、内面にはミガキを施す。胎士はよく精選されており、焼成良好。淡赤褐色を呈する。

甕 (10) 口径 18.0cmを復元する破片で、口辺部はヨコナデにより仕上げる。外面はハケ目、内面は

不定方向にケズリを施す。色調は、外面淡灰褐色、内面淡灰茶色を呈する。

壺 (11•12) 11は小型の壺で、底部と口辺部を欠く。胴部外面は細かいハケ目の後ナデで仕上げ、

頸部付近は内外面ともミガキを施す。内面には一定方向に顕著な指頭痕が看取できる。胴部上半に一箇
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Fig.7 3S120出士遺物実測図 (1/3)
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坪 (32) 口径 13.0cmを復元する破片で、口縁端部を僅かに外反させる。外面は手持ちヘラケズリ、

内面はナデの後、両面に丁寧なミガキを施す。焼成良好で、暗赤褐色を呈する。

高坪 (33•34) 33は坪部片で、口径 14.1cmを測る。口辺部は僅かに内湾する。磨耗のため調整不明。

色調は濃橙色を呈する。 34は脚部片で、脚裾径 10.0cmを測る。裾端部は僅かに歪む。外面は磨耗のた

め調整不明。内面はエ具痕が看取される。色調は明橙茶色を星する。

甕 (35) 口径 13.6cmを復元する。口辺部を外反させ、ヨコナデにより仕上げる。胴部外面は磨耗の

ため調整不明。内面は横方向にケズリを施す。

3SK01 (Ill層） (Fig.9、Pla.10)

土師器

坪 (36・37) 36は士坑底面に憤かれた状態で出士した。完形で、口径 15.3cm、器高 5.8cmを測る。

体部外面は手持ちヘラケズリを施し、口縁部は僅かに内湾する。内面には指頭痕が残る。色調は濃橙茶
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1. 上村英士『蔵数立野遺跡』筑後市文化財調査報告書第 81集 筑後市教育委員会 2007

2. 佐々木隆彦編『蔵数遺跡群—森ノ木遺跡の調査—』筑後市文化財調査報告書第 6 集筑後市教育委員会 1990
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S—番号 遺構番号 性 格 時期 遺構の先後関係（古→新）

1 3SK01 士坑 古墳

2 3SK02 士坑 古墳 3SK02→ 3S120 

3 3SP03 ピット 古墳

4 1SX04 古墳？

10 1S!10 竪穴住居 古墳

20 1S120 竪穴住居 古墳

S-1 S-10(鼈II層） S-20(床埋士）

上師器 坪、高坪、甕、壺、片 I土師器 I甕、器台、片 I士師器 I片
士製品 支脚、士製模造鏡、馬形 S-10(鼈III層） S-20 (Pl) 

S-1 (I層） I上師器 |片 I上師器 I器台

I士師器 I坪、甕、壺、片 S-10 (鼈周辺） S-20 (P2) 

S-1 (II層） I士師器 |片 I士師器 I片
I上師器 |±不、高坪、甕、壺、片 S-10 (D1) S-20 (P3) 

s-1 cm層） I上師器 |坪 I上師器 I片
士師器 坪、蘭坪、甕、壺、片 S-10 (P5) S-20(床下士坑）

士製品 ミニチュア（器台） I土師器 |片 I士師器 I壺
S-2 S-10(床埋上） 遺構検出面

I上師器 |片 上師器 坪、壺、片 上師器 坪、壺、片

S-3 士製品 ミニチュア（壺） 磁器 白磁片

I士師器 |片 S-20 表士
S-4 I上師器 I坪、甕、壺、把手 I上師器 I壺、片

I上師器 1: 曜石

S-20(屋内上坑） カクラン

その他 土師器 坪、高坪、甕、片 土師器 片

S-10 上製品 上鈴 磁器 白磁片

I士師器 I甕、壺、器台、片 S-20(白色粘士） その他 炭

S-10(竃） I士師器 I坪、高坪

I上師器 |±不、甕 S-20(白色粘上直下）

その他 焼土塊 I土師器 I片

Tab.2 出士遺物一覧表
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0→復元値・△→現存値

Fig.-N~ 遺構番号 R一番号 遺物名 器種名 ロ径(cm) 器高(cm) 底径(cm) 長さ(cm) 幅(cm) 厚さ(cm) 残存 備考

6 - 1 3SI10 2 士師器 甕 0 15.00 △ 5.90 ロ縁～胴部1/4

6 - 2 3SI10 I 土師器 壺 8.80 6.70 ロ縁部1/2欠損

6 - 3 3S110床而 I 土師器 坪 0 14 00 △ 4.15 ロ縁～｛本部1/6

6 - 4 3SIIO床面 2 土師器 甕 0 18 00 △ 4.55 に縁～胴部1/6

6 - 5 3S110床面 3 土製品 ミニ（チ帝ュ）ア △ 2.80 体部～底部1/2

6 - 6 3SI10カマド I 土師器 坪 X裔土不 0 14.00 △ 5.20 ロ縁～体部1/4

6 - 7 3S110 DI I 土師器 坪 15 00 5.40 完形 黒斑あり

7 - 8 3SI20 I 土師器 坪 14 50 5.00 完形

7 - 9 3SI20 2 土師器 坪 X高坪 0 13.00 △ 5.05 ロ縁～体部1/3

7 - 10 3SI20 5 土師器 甕 0 18.00 △ 4.60 ロ縁～胴部1/3

7 - 11 3S120 3 土師器 壺 △ 6.60 頸部～｛本部2/3

7 - 12 3SI20 4 土師器 壺 0 1100 △ 4.50 1J縁～体部1/4

7 - 13 3SI20 6 土師器 把手 △ 4.80 △ 4.25 把手のみ

7 - 14 3S120 白色粘士 I 土師器 坪 △ 4.15 ロ縁～体部1/4

7 - 15 3S120 白色粘土 2 土師器 高坪 △ 5.35 9.70 脚部のみ

7 - 16 3SI20屋内土坑 I 土師器 坪 0 12 20 △ 5.20 1J縁～底部1/3

7 - 17 3S120屋内土坑 2 土師器 坪 0 13.40 △ 4.90 ロ縁～体部1/4

7 - 18 3S120屋内士坑 3 土師器 裔坪 △ 4.30 ！訊音11/2

7 - 19 3S120屋内土坑 4 土師器 甕 △ 3.50 ロ縁部破片

7 - 20 3SI20屋内土坑 5 士製品 士鈴 △ 2.50 1/3 

7 - 21 3S120 Pl I 土師器 壺 0 9.00 △ 6.70 ロ縁～頸部1/2

8 - 22 3SK01 I 土師器 坪 0 15 90 5.60 ロ縁～底部1/2

8 - 23 3SK01 2 土師器 坪 0 13 60 4.45 ロ縁～底部1/2

8 - 24 3SK01 3 士師器 高坪 △ 5.35 10.75 脚部のみ

8 - 25 3SK01 7 土師器 甕 0 16.00 △ 12.40 ロ縁～胴部1/4

8 - 26 3SK01 6 土師器 甕 15 80 28.40 胴部一部欠損 黒斑あり

8 - 27 3SK01 5 土師器 甕 0 12 55 △ 10.80 ロ縁～胴部1/3 台付甕か？

8 - 28 3SK01 4 士師器 壺 9 50 10.95 完形

8 - 29 3SK01 8 土製品 支脚 △ 3.80 0 9.30 底部2/3

8 - 30 3SK01 10 土製品 模造鏡 4.80 4.85 1.15 完形

8 - 31 3SK01 ， 土製品 馬形 △ 2.20 △ 3.15 1.50 頭部のみ

9 - 32 3SK01 II層 I 士師器 坪 0 13 00 △ 3.50 1J縁～体部1/6

9 - 33 3SK01 II層 2 土師器 高坪 14.05 △ 5.30 坪部2/3

9 - 34 3SK01 II層 3 土師器 裔坪 △ 4.45 10.00 脚部のみ

9 - 35 3SK01 II層 4 土師器 甕 0 13 55 △ 5.50 ロ縁～胴部1/6

9 - 36 3SK01 ill層 I 士師器 坪 15 30 5.80 完形

9 - 37 3SK01 ill層 2 土師器 坪 0 15.40 5.40 ロ縁～底部1/3 黒斑あり

9 - 38 3SK01 田層 3 土師器 裔坪 13 45 △ 7.80 杯部のみ

9 - 39 3SK01 ill層 7 土師器 甕 0 19 20 △ 6.45 ロ縁～胴部1/6 黒斑あり

9 - 40 3SK01 ill層 10 士師器 甕 △ 2.90 6.50 底部のみ

9 - 41 3SK01 ill層 8 土師器 甕 16.05 △ 11.10 ロ縁～胴部1/6 黒斑あり

9 - 42 3SK01 ill層 ， 士師器 甕 0 15 40 △ 25.05 1J縁～胴部1/3

9 - 43 3SK01 ill層 5 土師器 壺 0 7.60 △ 5.75 ロ縁～体部1/2

9 - 44 3SK01 田層 6 土師器 壺 0 8 80 △ 5.40 に縁部1/4

9 - 45 3SK01 ill層 4 士師器 鉢 14 00 8.25 完形

9 - 46 3SK01 ill層 12 士製品
ミ•プユ／

△ 3.50 ，，，1 /、ク?,此甘p-月叩甘p
（高杯）

9 - 47 3SK01 ill層 11 土製品 支脚 13.80 10.60 完形

Tab.3 出士遺物観察表

-15-



(JJ l〉

10m 10m 

Fig.10 遺構略測図 (1/200)・遺構全体実測図 (1/200)
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Fig. 番号 遺物番号



Pla.1調査区全景（南から）

Pla.2 3S110鼈検出状況（東から）



Pla.3 3S110完掘状況（東から）

Pla.4 3S120完掘状況（西から）



Pla.5 3SK01遺物出土状況（東から）

Pla.6 3SK01完掘状況（東から）
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